 eq \o\ad(鳥栖経営研究会会則,　　　　　　　　　　　　　　)
（名　称）

第1条 本会は鳥栖経営研究会と称す。

（所在地）

第2条 本会の事務所は鳥栖商工会議所に置く。

（目　的）

第3条 本会は会員相互の信頼と親睦のもとに、経営の改革・研鑽を重ね、会員事　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　業所の健全なる繁栄を図ると共に、地域社会の発展に資することを目的と

　　　　　する。

　　　　　

（事　業）　

第4条　　本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。

（1） 定例会の開催

（2） 講習会・研究会の開催

（3） 先進地の視察

（4） 福祉・親睦に関する行事

（会　員）

第５条　　　本会の会員は鳥栖市内及びその近郊に営業所を有する商工業の経営者で　　　

　　　　　あって経営熱意と協調心に富み、且つ実践力を有する者。

（入　会）

第6条 本会の趣旨に賛同し入会を希望する者は入会申込書を会長に提出しなけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　ればならない。

　　　　　２．入会には本会会員の推薦を必要とする。

　　　　　３．入会の諾否は役員会で決定する。　　　　　　　　　

（退　会）

第7条 本会を退会する場合は退会届を会長に提出しなければならない。

　　　　　２．本会の名誉を毀損する言動があった会員は役員会の決定により除名す

　　　　　　ることができる。

　　　　　３　会費を１２ヶ月滞納した場合は会員資格を失うものとする。

（役　員）

第8条 本会に次の役員を置く。

　　　　　　　　　（１） 会　長　　　　　　　　１名

                  （２） 直前会長              １名

　　　　　　　　　（３） 副会長　　　　　　　　３名以内
　　　　　　　　　（４） 理　事　　　　　　　１３名以内

（会長・副会長・常務理事を含む）

                  （５）常務理事               １名
　　　　　　　　　
（役員の職務）

第９条　　　会長は本会を代表し統括する。

　　　　　２．副会長は会長を補佐し会長不在のときはその職務を代行する。

          ３．常務理事は理事を統括する。

　　　　　４．理事は本会の運営について審議並びに執行に当たる。

　　　　　５．監事は本会の事業及び会計を監査する。

（役員の任期・選出）

第１０条　　役員の任期は２年とする。但し再任を妨げない。

　　　　　２．会長は選考委員会の推薦により総会において承認し決定する。

　　　　　３．役員は会員の中より会長が指名し総会の承認により決定する。

　　　　　４．監事は会員の中から総会において互選する。

（顧問及び相談役）

第11条 本会は相談役を置くことができる。
　　　　　２．顧問は本会役員と鳥栖商工会議所会頭又は副会頭を兼任する者とする。
３．相談役は会長経験者とする。

４．また関係機関の中から役員会の同意を得て会長が委嘱する。

５．相談役は必要な場合には、役員会に出席できるものとする。

（会議の種類）

第12条 本会の会議は総会、役員会及びグループ会議とする。

　　　　　２．会議の召集は少なくとも会議日の10日前までに各会員に対し通知しな

　　　　　　ければならない。

（総　会）

第13条 総会は通常総会及び臨時総会とする。

　　　　　２．総会は会員の２分の１以上の出席を以って成立する。

　　　　　３．総会の議長は会長又は会長が指名した者がこれに当たる。

　　　　　４．総会の議事は出席者の過半数を以って決する。

　　　　　５．臨時総会は会長及び会員の過半数の請求があった場合に召集する。

第14条 （総会付議事項）

第15条 次の事項は総会の決議を経なければならない。

（1） 会則の変更

（2） 役員の選任及び解任

（3） 事業及び会計に関する事項　

（役員会）

第16条 役員会は原則として２ヶ月に１回又は会長が必要と認めた場合に開催す　　　　

　　　　　る。

　　　　　２．役員会付議事項

（1） 本会の運営に関する付議事項

（2） 総会において委任された事項　

　　　　　３．役員会は次期会長推薦のため選考委員を会員の中より任期満了年度９

　　　　　　月までに選出しなければならない。

　　　　　４．選出された選考委員は速やかに選考委員会を開催し11月までに会長

　　　　　　予定者を会員の中より選考し総会に推薦する。

（定例会）

第17条 定例会は原則として１ヶ月に1回開催する。

　　　　　２．例会は担当者を決め、役員会が主管する。

（会計年度）

第18条 本会の会計年度は毎年4月1日に始まり翌年3月末に終わる。

（入会金・会費）

第19条 会費は所定の入会金・会費を納入しなければならない。

2． 本会の入会金・会費は次の通りとする。

　　　　　入会金　　　　　　5,000円　（入会時）

　　　　　会　費　（月額）　3,000円　（3ヶ月毎に納入）

3． 休会中の会費は次の通りとする。

　　　　　会　費　（月額）　1,000円　（3ヶ月毎に納入）

（慶弔規定）

第20条 会員及び会員の配偶者に事故が合った場合弔慰金を支給する。

　　　　　２．本会の弔慰規定は次の通りとする。

　　　　　　　　　　入院見舞　　　　　20,000円　（20日以上入院の場合）

　　　　　　　　　　香　　典　　　　　20,000円

3． 会員及び同居の親族に事故があった場合弔慰電報を発信する。

（その他）
第21条 この会則に規定のない事項で必要な事項が生じた時は役員会で決定し報

　　　　　告する。

（休会）
第22条 本会を休会する場合は休会届を会長に提出しなければならない。

　　　　　２．休会届は1年を最長とし、延長する場合は再提出する。

３．休会中は総会のみ出席できるものとする。

（監事の職務）
第23条 監事は本会の事業及び会計を監査する。

　　　　　２．監事は必要な場合には、役員会に出席できるものとする。
　附　　則

1． この会則は昭和37年3月28日から実施する。

2． この会則は昭和51年4月27日改正、同日から実施する。

3． この会則は昭和62年4月１日改正、同日から実施する。

4． この会則は平成５年６月７日改正、同日から実施する。

5． この会則は第19条（慶弔規定）を、平成９年６月22日追加、同日から

　　実施する。

6． この会則は第19条（慶弔規定）を、平成12年5月29日改正、同日から

　　実施する。

7． この会則は平成15年6月2日改正、第21条（休会）・第22条（監事の職

　　務）を追加、同日から実施する。
８．この会則は令和2年5月31日改正、第11条（顧問及び相談役）を追記、同日から実
施する。
　　

